
運
び
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
搬
入
す

る
。
以
上
の
手
順
を
約
１
週
間
繰
り

返
し
行
う
。
安
全
対
策
は
、
短
時
間

作
業
、
放
射
性
物
質
を
外
部
に
出
さ

な
い
、
そ
し
て
放
射
線
量
を
確
認
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
行
う
。

●
通
学
路
の
安
全
対
策

5

こ
と
し
、
登
校
中
の
児
童
ら
の

列
に
車
が
飛
び
込
み
、
死
傷
者
が
相

次
い
だ
事
故
を
受
け
、
全
国
的
に
通

学
路
の
緊
急
点
検
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
本
市
で
の
点
検
状
況
は
。

6

通
学
路
の
点
検
は
、
教
育
委
員

会
・
学
校
・
柏
警
察
・
道
路
管
理
者

が
連
携
し
て
、
１
０
２
カ
所
実
施
し

た
。
今
回
の
危
険
箇
所
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
警
察
や
道
路
管
理
者
に
要

望
し
て
対
策
を
実
施
中
で
あ
る
。

●
信
号
機
の
設
置

5

南
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
の

交
差
点
に
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6

こ
の
場
所
は
本
市
と
松
戸
市
の

行
政
境
で
あ
る
。
信
号
機
の
設
置
に

は
信
号
で
待
つ
人
の
た
ま
り
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
が
条
件
と
な
る
が
、
松
戸

市
側
に
は
こ
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。

今
後
、
柏
警
察
と
相
談
す
る
。

中

島

　

俊

●
消
防
局
職
員
に
よ
る
不
祥
事
に
つ

い
て

5

消
防
局
職
員
の
不
祥
事
の
一
連

の
概
要
は
。
２
０
０
８
年
か
ら
配
置

が
え
の
た
び
に
勤
務
先
へ
免
許
証
の

コ
ピ
ー
提
出
、
勤
務
に
入
る
際
の
隊

長
に
よ
る
確
認
等
、
チ
ェ
ッ
ク
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
祥
事
を

見
抜
け
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

6

消
防
職
員
が
無
免
許
運
転
、
偽

造
有
印
公
文
書
行
使
で
逮
捕
さ
れ
た

も
の
で
、
平
成
19
年
４
月
に
救
急
隊

に
任
命
さ
れ
て
か
ら
機
関
員
と
し
て

約
５
年
５
カ
月
で
２
２
２
３
回
の
無

免
許
運
転
を
繰
り
返
し
た
。
見
抜
け

な
か
っ
た
原
因
は
、
隊
長
に
よ
る
免

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
を
柏
駅
ま
で
引
き
延

ば
す
こ
と
は
柏
駅
活
性
化
の
一
翼
を

担
う
計
画
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
は
。

6

大
変
す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で

あ
る
。
実
現
で
き
れ
ば
、
市
民
に
と

っ
て
も
利
便
性
が
増
す
だ
け
で
な
く
、

柏
自
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
な
る
と

思
う
。
自
治
体
と
し
て
ど
ん
な
活
動

が
で
き
る
か
、
こ
れ
か
ら
情
報
収
集

等
行
い
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

５
の
う
ち
47
で
実
施
済
み
、
54
で
実

施
中
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
32
の
う
ち
、

15
で
実
施
し
て
い
る
。
私
立
の
中
学

校
、
高
校
は
今
年
度
中
に
除
染
が
完

了
す
る
。
公
園
は
今
年
度
末
ま
で
に

７
割
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

5

新
市
建
設
計
画
の
中
で
、
手
賀

地
区
と
藤
ケ
谷
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
推
進
し
、
旧

沼
南
町
の
中
央
公
民
館
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
す
る
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

域
的
に
行
う
べ
き
な
の
か
、
調
査
研

究
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

5

が
ん
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
制
度
を
市
立
柏
病

院
に
導
入
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

6

市
立
柏
病
院
に
お
け
る
障
害
者

の
就
労
に
つ
い
て
は
、
雇
用
時
に
は

短
期
的
な
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
制
度
を
活

用
し
て
い
る
。
大
規
模
な
医
療
機
関

で
の
障
害
者
の
雇
用
の
働
き
か
け
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
が
ん
セ
ン

タ
ー
東
病
院
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
し
っ
か
り
と
調
査
研
究
し
て

い
く
。

6

手
賀
地
域
は
事
業
の

優
先
順
位
等
か
ら
沼
南
消

防
署
手
賀
分
署
を
先
に
整

備
し
た
。
藤
ケ
谷
地
域
は

手
賀
地
域
の
整
備
の
進
捗

に
あ
わ
せ
検
討
す
る
。
風

早
北
部
地
域
は
沼
南
公
民

館
の
あ
り
方
等
を
検
証
し
、

地
域
に
最
善
の
選
択
を
見

き
わ
め
て
い
く
。

●
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

5

大
津
市
の
中
学
生
の

自
殺
が
連
日
大
き
な
社
会

問
題
と
し
て
報
道
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
い
じ
め
に

対
す
る
取
り
組
み
は
。
ま

た
、
実
態
を
把
握
す
る
方
法
と
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
は
有
効
で
あ
る
が
、
教

育
委
員
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
か
。

6

各
学
校
で
は
年
間
３
回
、
各
学

期
ご
と
に
学
校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
教
育
相
談
期
間
を

設
け
、
児
童
生
徒
と
担
任
と
の
１
対

１
で
の
面
談
を
行
い
、
児
童
生
徒
の

声
を
聞
く
機
会
を
持
っ
て
い
る
。
養

護
教
諭
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
相
談
相

手
と
な
る
よ
う
な
体
制
も
整
え
て
い

る
。

●
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

5

豊
四
季
に
あ
る
新
宿
台
バ
ス
停

付
近
の
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
設
置

要
望
に
つ
い
て
、
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。

6

こ
こ
に
は
２
カ
所
の
設
置
要
望

が
あ
る
。
柏
警
察
署
か
ら
は
１
カ
所

に
ま
と
め
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
通
学
路
の
安
全

対
策
は
最
重
要
事
項
と
し
て
と
ら
え

て
い
る
。
こ
の
信
号
機
設
置
要
望
に

つ
い
て
は
、
柏
警
察
署
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
教
育
委
員
会
と
効
果
的
な

位
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

中

村

昌

治

●
公
共
施
設
の
除
染
の
進
捗
状
況

5

放
射
能
に
対
す
る
不
安
か
ら
夏

休
み
に
子
供
た
ち
が
外
で
遊
ぶ
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
な
ど
保
護
者
の
声

を
聞
い
た
。
除
染
は
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
情
報
が
市
民
に
入
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
原
因
だ
と
思
う
。
公
共
施
設

の
除
染
の
進
捗
状
況
は
。

6

小
学
校
は
41
校
す
べ
て
で
実
施

し
た
。
市
立
保
育
園
は
23
園
中
13
園

が
実
施
済
み
、
残
り
は
実
施
中
。
私

立
の
認
可
保
育
園
は
14
園
中
11
園
で

実
施
済
み
。
幼
稚
園
は
市
立
、
私
立

と
も
実
施
し
て
い
る
。
公
園
は
６
３

内

田

博

紀

●
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

5

公
立
夜
間
中
学
の
必
要
性
を
ど

う
具
体
化
す
る
の
か
。

6

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
義
務
教
育

を
修
了
で
き
な
か
っ
た
方
々
に
対
し

て
、
社
会
が
支
え
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
。
対
象
者
の
規
模
に
よ
っ
て
担

う
組
織
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

基
礎
自
治
体
な
の
か
、
あ
る
い
は
広

許
確
認
が
、
本
人
か
ら
の
免
許
証
提

示
に
よ
る
も
の
で
、
有
効
年
月
日
等

を
目
視
で
確
認
す
る
に
と
ど
ま
っ
た

こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
。

●
固
定
資
産
税
等
の
課
税
誤
り
に
つ

い
て

5

総
務
省
は
８
月
28
日
付
で
固
定

資
産
税
等
で
97
％
の
自
治
体
で
課
税

誤
り
が
あ
る
と
の
調
査
結
果
を
発
表

し
た
。
今
回
発
生
し
た
過
大
課
税
ミ

ス
は
調
査
書
の
評
価
額
誤
り
に
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
か
。

6

本
市
へ
の
照
会
は
１
月
31
日
に

千
葉
県
市
町
村
課
か
ら
あ
っ
た
。
回

答
は
３
月
７
日
に
報
告
し
て
い
る
が
、

今
回
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
６
４
４
件
の

評
価
額
の
誤
り
に
つ
い
て
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

●
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
柏
駅
乗
り
入
れ

に
つ
い
て

5

現
在
小
田
急
線
の
箱
根
湯
本
駅

と
新
宿
駅
を
結
ぶ
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
は

北
千
住
か
ら
の
発
着
が
ふ
え
て
き
て

い
る
。
北
千
住
駅
ま
で
延
び
て
い
る

化
が
未
実
施
な
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
助
金
等
の
確
保
に
努
め
、

速
や
か
な
耐
震
の
促
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

●
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

5

い
じ
め
問
題
解
決
に
向
け
、
外

部
人
材
の
活
用
、
教
員
研
修
の
充
実

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

6

柏
市
生
徒
指
導
主
任
連
絡
協
議

会
で
は
柏
警
察
生
活
安
全
課
、
千
葉

県
東
葛
地
区
少
年
セ
ン
タ
ー
、
柏
市

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、
解
決
に
向
け
て
相
談
等
を
実
施
。

さ
ら
に
、
警
察
Ｏ
Ｂ
を
学
校
現
場
に

派
遣
す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
活
用
。
ま
た
、
教
師
が
知
っ
て

お
き
た
い
子
供
の
自
殺
予
防
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
を
活
用
し
た
研
修
を
進
め
て

い
る
。
教
育
委
員
会
が
今
作
成
中
の

い
じ
め
対
応
の
手
引
の
活
用
や
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
会
の
教
職
員

の
参
加
に
よ
り
指
導
力
の
向
上
に
努

め
る
。

塚

本

竜

太
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●
借
金
時
計

5

今
年
度
末
に
国
の
借
金
は
１
０

０
０
兆
円
を
超
え
る
予
定
で
あ
る
。

よ
り
コ
ス
ト
意
識
を
も
つ
た
め
に
、

借
金
時
計
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

6

借
金
時
計
は
、
市
債
残
高
の
増

減
を
時
計
に
あ
わ
せ
て
表
示
す
る
も

の
で
財
政
に
対
す
る
職
員
や
市
民
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
今

後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
。

●
焼
却
灰
の
仮
保
管
施
設

5

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
11

月
上
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
仮
保
管

施
設
へ
の
焼
却
灰
搬
入
の
手
順
と
安

全
対
策
は
。

6

地
下
に
保
管
中
の
ド
ラ
ム
缶
を

４
本
ず
つ
金
属
製
バ
ン
ド
で
固
定
し

た
後
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
ウ
イ
ン

グ
車
に
積
み
込
む
。
ウ
イ
ン
グ
車
の

ウ
イ
ン
グ
は
し
っ
か
り
閉
じ
て
、
ボ

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
搬
入
口
ま
で

小

松

幸

子

●
柏
市
防
災
計
画
に
つ
い
て

5

千
葉
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
の
課
題
や
教
訓
を
踏
ま
え
、
千
葉

県
地
域
防
災
計
画
の
修
正
を
決
定
し

た
。
本
市
の
地
域
防
災
計
画
の
取
り

組
み
状
況
と
近
隣
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

公
共
施
設
耐
震
化
の
進
捗
状
況
は
。

6

柏
市
防
災
会
議
実
務
レ
ベ
ル
の

担
当
者
会
議
を
設
け
３
つ
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
課
題
や
提
言
を
い
た
だ
く
。

公
募
委
員
等
か
ら
成
る
柏
市
の
防
災

計
画
を
つ
く
る
会
に
お
い
て
、
災
害

時
要
援
護
者
や
女
性
の
視
点
に
立
っ

た
対
策
や
地
域
組
織
と
連
携
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交

換
を
実
施
。
液
状
化
地
域
の
イ
ン
フ

ラ
の
耐
震
性
、
地
域
防
災
力
の
向
上

の
た
め
近
隣
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
地
区
防
災
対
策
本
部
の
強
化
を
し
、

震
度
５
強
で
市
役
所
の
職
員
が
全
員

参
集
す
る
こ
と
に
改
め
た
。
市
有
建

築
物
の
耐
震
化
は
、
平
成
24
年
４
月

現
在
学
校
施
設
を
含
め
、
約
85
％
の

耐
震
化
が
完
了
し
た
。
学
校
施
設
に

つ
い
て
は
、
２
年
前
倒
し
て
27
年
度

に
耐
震
化
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
市
民
文
化
会
館
が
今
年
度
か

ら
の
耐
震
補
強
設
計
を
実
施
。
耐
震

かしわ市議会だより（３）平成24年11月１日 第195号
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地区災害対策本部となる近隣センター

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
延
伸
で

柏
駅
の
活
性
化
を

沼南公民館の最善のあり方を検討


